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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日、半期報告書を提出いたしましたので、平成22年９月28日付で提出した有価証券届出書（以下「原届

出書」といいます。）の関係情報を新たな情報により訂正し、また記載事項の一部訂正を行うため本訂正届

出書を提出いたします。

 

 

２【訂正の内容】

 

第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

４【手数料等及び税金】

（5）課税上の取扱い

＜訂正前＞

　日本の居住者（法人を含みます。）である受益者に対する課税については、以下のような取扱いとなりま

す。

　　なお、税法が改正された場合には、以下の内容が変更になることがあります。以下の税制は平成22年７月

末現在適用されるものです。

（以下略）

 

＜訂正後＞

　日本の居住者（法人を含みます。）である受益者に対する課税については、以下のような取扱いとなりま

す。

　　なお、税法が改正された場合には、以下の内容が変更になることがあります。以下の税制は平成23年１月

末現在適用されるものです。

（以下略）

 

 

５【運用状況】

原届出書の第二部ファンド情報　第１ファンドの状況　５運用状況（１）投資状況、（３）運用実績および

（４）設定及び解約の実績ならびに＜参考情報＞について、以下の内容に更新・訂正されます。

 

＜更新・訂正後＞

（１）投資状況

  （平成23年１月31日現在）

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率(％)

株式 日本 2,344,623,870 98.83

現金・預金・その他の資産(負債控除後) － 27,816,661 1.17

合計(純資産総額)  2,372,440,531 100.00

　（注）投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価比率をいいます。

（３）運用実績

①　純資産の推移

　平成23年１月末日および同日前１年以内における各月末ならびに下記計算期間末の純資産の推移は次

の通りです。
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期 年月日

純資産総額

（百万円）

（分配落）

純資産総額

（百万円）

（分配付）

１口当たり

純資産額

（円）

（分配落）

１口当たり

純資産額

（円）

（分配付）

８期 (平成13年６月29日) 11,748 11,748 7,196 7,196

９期 (平成14年７月１日) 7,818 7,818 6,012 6,012

10期 (平成15年６月30日) 4,796 4,796 4,887 4,887

11期 (平成16年６月29日) 9,836 9,836 9,280 9,280

12期 (平成17年６月29日) 8,399 8,399 9,086 9,086

13期 (平成18年６月29日) 11,864 11,864 11,633 11,633

14期 (平成19年６月29日) 11,504 11,504 10,850 10,850

15期 (平成20年６月30日) 5,311 5,311 6,951 6,951

16期 (平成21年６月29日) 2,831 2,831 4,968 4,968

17期 (平成22年６月29日) 2,285 2,285 4,867 4,867

 平成22年１月末日 2,683 － 5,054 －

 平成22年２月末日 2,571 － 4,960 －

 平成22年３月末日 2,721 － 5,407 －

 平成22年４月末日 2,725 － 5,647 －

 平成22年５月末日 2,398 － 5,029 －

 平成22年６月末日 2,267 － 4,830 －

 平成22年７月末日 2,216 － 4,813 －

 平成22年８月末日 2,051 － 4,506 －

 平成22年９月末日 2,134 － 4,739 －

 平成22年10月末日 2,040 － 4,597 －

 平成22年11月末日 2,158 － 4,931 －

 平成22年12月末日 2,289 － 5,331 －

 平成23年１月末日 2,372 － 5,584 －

 

②　分配の推移

期 １口当たり分配金（円）

８期 0.0000

９期 0.0000

10期 0.0000

11期 0.0000

12期 0.0000

13期 0.0000

14期 0.0000
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期 １口当たり分配金（円）

15期 0.0000

16期 0.0000

17期 0.0000

18期(中間期) 0.0000

 

③　収益率の推移

期 収益率（％）

８期 △32.9

９期 △16.5

10期 △18.7

11期 89.9

12期 △2.1

13期 28.0

14期 △6.7

15期 △35.9

16期 △28.5

17期 △2.0

18期(中間期) 9.6

（注）収益率とは計算期間末の基準価額（分配付）から当該計算期間の直前の計算期間末の基準価額（分配落）（以下「前

期末基準価額」といいます。）を控除した額を前期末基準価額で除したものです。

 

（４）設定及び解約の実績

下記計算期間中の設定および解約の実績ならびに当該計算期間末の残存口数は次の通りです。

期 設定口数（口） 解約口数（口） 残存口数（口）

８期 627,366 734,909 1,632,626

９期 27,979 360,054 1,300,551

10期 7,727 326,862 981,416

11期 293,756 215,227 1,059,945

12期 459,250 594,846 924,349

13期 745,040 649,435 1,019,954

14期 284,259 243,880 1,060,333

15期 93,094 389,278 764,149

16期 31,311 225,434 570,026

17期 41,120 141,465 469,681

18期(中間期) 1,094 40,622 430,153

　（注）設定口数、解約口数は、全て本邦内におけるものです。
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<参考情報>

最新の運用実績は、委託会社ホームページ（http://www.jpmorganasset.co.jp）、または販売会社でご確認いただけます。
過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

 

基準日 2011年１月31日 設定日 1993年７月30日

純資産総額 23億円 決算回数 年１回

基準価額・純資産の推移  分配の推移

 期 年月 円

 13期 2006年６月 0

 14期 2007年６月 0

 15期 2008年６月 0

 16期 2009年６月 0

 17期 2010年６月 0

  設定来累計 5,680

 
 
 
 
 

＊分配金は税引前1口当たりの金額です。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊基準価額（税引前分配金再投資）は、収益分配金（税引前）を分配時に当ファンドへ再投資し
たものとみなして算出した価額です。
＊基準価額（税引前分配金再投資）は、1口当たり、信託報酬控除後です。

 

 

組入上位10銘柄  業種別構成状況

順位 銘柄名 業種 投資比率※  業種 投資比率※

1 スカイマーク 空運業 6.2%  電気機器 20.6%

2 サイバーエージェント サービス業 4.6%  情報・通信業 10.6%

3 ＴＢＫ 輸送用機器 3.7%  輸送用機器 10.2%

4 ネットワンシステムズ 情報・通信業 3.1%  化学 10.2%

5 ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 2.9%  機械 8.4%

6 デジタルガレージ 情報・通信業 2.4%  その他 38.8%

7 パナソニック電工ＳＵＮＸ 電気機器 2.3%    

8 日本電産リード 電気機器 2.2%    

9 東光電気 電気機器 2.2%    

10 日鍛バルブ 機械 2.1%    

 

年間収益率の推移

＊年間収益率（％）＝｛（年末営業日の基準価額＋その年に支払われた収益分配金（税引前））÷前年末営業日の基準価額－1｝×100
＊2011年の年間収益率は前年末営業日から2011年1月31日までのものです。

運用実績において、金額は表示単位以下を切捨て、投資比率および収益率は表示単位以下を四捨五入して記載しています。

※当ファンドの純資産総額に対する投資比率です。
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第３【ファンドの経理状況】

原届出書の第二部ファンド情報　第３ファンドの経理状況　１財務諸表について、以下の中間財務諸表に関す

る事項が追加されます。

 

＜追加＞

 

１．　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大

蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の３および第57条の２の規定により、「投資信託財産の計算に関す

る規則」（平成12年総理府令第133号）に基づき作成しております。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

２．　当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間計算期間（平成21年６月30日

から平成21年12月29日まで）および当中間計算期間（平成22年６月30日から平成22年12月29日まで）の

中間財務諸表について、あらた監査法人による中間監査を受けております。
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中間財務諸表
【ＪＦ小型株オープン】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

前中間計算期間末
(平成21年12月29日現在)

当中間計算期間末
(平成22年12月29日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 41,332,777 72,021,814

株式 2,648,263,630 2,238,047,020

未収入金 122,553,879 55,641,509

未収配当金 2,851,600 1,328,400

未収利息 56 98

流動資産合計 2,815,001,942 2,367,038,841

資産合計 2,815,001,942 2,367,038,841

負債の部

流動負債

未払金 103,643,757 59,005,720

未払解約金 1,300,400 1,036,914

未払受託者報酬 1,472,303 1,133,375

未払委託者報酬 13,692,274 10,540,341

その他未払費用 294,401 226,620

流動負債合計 120,403,135 71,942,970

負債合計 120,403,135 71,942,970

純資産の部

元本等

元本 ※1
 5,265,270,000

※1
 4,301,530,000

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） ※2
 △2,570,671,193

※2
 △2,006,434,129

（分配準備積立金） 38,459,191 39,531,108

元本等合計 2,694,598,807 2,295,095,871

純資産合計 2,694,598,807 2,295,095,871

負債純資産合計 2,815,001,942 2,367,038,841
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

前中間計算期間
(自　平成21年６月30日
　至　平成21年12月29日)

当中間計算期間
(自　平成22年６月30日
　至　平成22年12月29日)

営業収益

受取配当金 17,541,750 15,701,530

受取利息 12,542 30,239

有価証券売買等損益 78,931,781 196,269,194

その他収益 251 －

営業収益合計 96,486,324 212,000,963

営業費用

受託者報酬 1,472,303 1,133,375

委託者報酬 13,692,274 10,540,341

その他費用 294,401 226,620

営業費用合計 15,458,978 11,900,336

営業利益 81,027,346 200,100,627

経常利益 81,027,346 200,100,627

中間純利益 81,027,346 200,100,627

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う中間純損失金額の分配額（△）

9,583,981 △1,506,169

期首剰余金又は期首欠損金（△） △2,868,325,637 △2,410,937,613

剰余金増加額又は欠損金減少額 351,634,990 208,520,881

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

351,634,990 208,520,881

剰余金減少額又は欠損金増加額 125,423,911 5,624,193

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

125,423,911 5,624,193

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） △2,570,671,193 △2,006,434,129
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区分
前中間計算期間

(自　平成21年６月30日
　至　平成21年12月29日)

当中間計算期間
(自　平成22年６月30日
　至　平成22年12月29日)

有価証券の評価基
準および評価方法

株式
　移動平均法に基づき、以下のとおり原則として
時価で評価しております。

株式
　移動平均法に基づき、以下のとおり原則として
時価で評価しております。

 (1)金融商品取引所等に上場されている有価証
券
　金融商品取引所等に上場されている有価証
券は、原則として金融商品取引所等における
中間計算期間末日の最終相場（外貨建証券の
場合は中間計算期間末日において知りうる直
近の最終相場）で評価しております。
　中間計算期間末日に当該金融商品取引所等
の最終相場がない場合には、当該金融商品取
引所等における直近の日の最終相場で評価し
ておりますが、直近の日の最終相場によるこ
とが適当でないと認められた場合は、当該金
融商品取引所等における中間計算期間末日又
は直近の日の気配相場で評価しております。

(1)金融商品取引所等に上場されている有価証
券
　同左

 (2)金融商品取引所等に上場されていない有価
証券
　当該有価証券については、原則として、日本
証券業協会発表の売買参考統計値（平均
値）、金融機関の提示する価額（ただし、売気
配相場は使用しない）又は価格提供会社の提
供する価額のいずれかから入手した価額で評
価しております。

(2)金融商品取引所等に上場されていない有価
証券
　同左

 (3)時価が入手できなかった有価証券
　適正な評価額を入手できなかった場合又は
入手した評価額が時価と認定できない事由が
認められた場合は、委託会社が忠実義務に基
づいて合理的事由をもって時価と認めた価額
もしくは受託者と協議のうえ両者が合理的事
由をもって時価と認めた価額で評価しており
ます。

(3)時価が入手できなかった有価証券
　同左
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（中間貸借対照表に関する注記）

区分
前中間計算期間末

(平成21年12月29日現在)
当中間計算期間末

(平成22年12月29日現在)

※１信託財産に係る期首元本額、期中追加設定元本
額および期中解約元本額

  

期首元本額 5,700,260,000円 4,696,810,000円

期中追加設定元本額 264,740,000円 10,940,000円

期中一部解約元本額 699,730,000円 406,220,000円

※２元本の欠損 中間貸借対照表上の純資産額
が元本総額を下回っており、そ
の差額は2,570,671,193円であ
ります。

中間貸借対照表上の純資産額
が元本総額を下回っており、そ
の差額は2,006,434,129円であ
ります。

※３中間計算期間末日における受益権の総数 526,527口 430,153口

１口当たりの純資産額 5,118円 5,336円

 
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）
該当事項はありません。

 
（金融商品に関する注記）
金融商品の時価等に関する事項

区分
前中間計算期間末

(平成21年12月29日現在)
当中間計算期間末

(平成22年12月29日現在)

１．中間貸借対照表計
上額、時価およびそ
の差額

－
　中間貸借対照表計上額は中間期末の時価で計上しているた
め、その差額はありません。

２．時価の算定方法

－

(1)有価証券
　「重要な会計方針に係る事項に関する注記」に記載して
おります。

(2)有価証券以外の金融商品
　有価証券以外の金融商品は、短期間で決済され、時価は帳
簿価額と近似していることから、当該金融商品の帳簿価額
を時価としております。

３．金融商品の時価等
に関する事項につ
いての補足説明 －

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価
格がない場合には合理的に算定された価額が含まれておりま
す。当該価額の算定においては、一定の前提条件等を採用して
いるため、異なる前提条件によった場合、当該価額が異なるこ
ともあります。

 
（追加情報）
　当中間計算期間より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年３月10日）および「金
融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年３月10日）を適用してお
ります。
 
（デリバティブ取引等に関する注記）
該当事項はありません。
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第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

③　投資運用の意思決定機構

 

＜訂正前＞

（イ）ＪＦ運用本部

（略）

 

（ロ）ＪＰＭ運用本部

 

 

①　ＪＰＭ運用本部は、国内株式・国内外の債券についてＪＰＭストラテジーに基づいた運用を行う投資

調査部、株式運用部、債券運用部およびグローバル・リアル・アセット部から構成されます。

②（略）

③（略）

④（略）

⑤　グローバル・リアル・アセット部は、委託会社のグループ会社が設定運用する外国投資信託および外

国投資法人のスキームに関する当該会社に対するアドバイス等の業務を行います。

⑥　エクイティ・トレーディング本部は、株式運用部所属のポートフォリオ・マネジャーの投資判断を受

け、主に国内株式の売買を執行します。

 

（ハ）上記（イ）および（ロ）以外に為替ヘッジを行う場合は、クライアント・ビジネス本部の運用商品部が

市況環境や資金動向等により判断し、債券運用部が取引を執行します。

 

（注）上記（イ）、（ロ）および（ハ）の意思決定機構・組織名称等は、平成22年８月末現在のものであり、今

後変更となる場合があります。

 

＜訂正後＞

（イ）ＪＦ運用本部

（略）

 

（ロ）ＪＰＭ運用本部
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①　ＪＰＭ運用本部は、国内株式・国内外の債券についてＪＰＭストラテジーに基づいた運用を行う投資

調査部、株式運用部および債券運用部から構成されます。

②（略）

③（略）

④（略）

⑤　エクイティ・トレーディング本部は、株式運用部所属のポートフォリオ・マネジャーの投資判断を受

け、主に国内株式の売買を執行します。

 

（ハ）上記（イ）および（ロ）以外に為替ヘッジを行う場合は、クライアント・ビジネス本部の運用商品部が

為替ヘッジの為の投資判断を行い、債券運用部が取引を執行します。

 

（注）上記（イ）、（ロ）および（ハ）の意思決定機構、組織名称等は、平成22年12月末現在のものであり、今後変更となる場合

があります。

 

 

２【事業の内容及び営業の概況】

＜訂正前＞

（略）

平成22年７月末現在、委託会社が設定・運用している追加型証券投資信託は124本、単位型証券投資信託

は１本、親投資信託は50本を数え、販売は100社余りの金融商品取引業者（第一種金融商品取引業を行う者）

および登録金融機関を通じて行っています。運用している証券投資信託の合計純資産総額は14,238億円（た

だし、親投資信託を除きます。）です。

 

＜訂正後＞

（略）

平成23年１月末現在、委託会社が設定・運用している追加型証券投資信託は124本、単位型証券投資信託

は１本、親投資信託は57本を数え、販売は100社余りの金融商品取引業者（第一種金融商品取引業を行う者）

および登録金融機関を通じて行っています。運用している証券投資信託の合計純資産総額は13,191億円（た

だし、親投資信託を除きます。）です。
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３【委託会社等の経理状況】

＜訂正前＞

１．委託会社であるJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表

は、第19期事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）については、改正前の「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸表等規則」という。）

並びに同規則第２条の規定により、改正前の「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令

第52号。以下「金融商品取引業等に関する内閣府令」という。）に基づいて、第20期事業年度（平成21年４

月１日から平成22年３月31日まで）については、改正後の「財務諸表等規則」並びに同規則第２条の規定

により、改正後の「金融商品取引業等に関する内閣府令」に基づいて作成しております。

なお、財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第19期事業年度（平成20年４月１日から平

成21年３月31日まで）の財務諸表及び第20期事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。

 

 

＜訂正後＞

１．委託会社であるJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表

は、第19期事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）については、改正前の「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸表等規則」という。）

並びに同規則第２条の規定により、改正前の「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令

第52号。以下「金融商品取引業等に関する内閣府令」という。）に基づいて、第20期事業年度（平成21年４

月１日から平成22年３月31日まで）については、改正後の「財務諸表等規則」並びに同規則第２条の規定

により、改正後の「金融商品取引業等に関する内閣府令」に基づいて作成しております。

また、当社の中間財務諸表は、改正後の「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭

和52年大蔵省令第38号）並びに同規則第38条及び第57条に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府

令」に基づいて作成しております。

なお、財務諸表及び中間財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第19期事業年度（平成20年４月１日から平

成21年３月31日まで）の財務諸表及び第20期事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。

また、第21期中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の中間財務諸表について

は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、あらた監査法人により中間監査を受けておりま

す。

 

 

原届出書の第三部 委託会社等の情報 第１ 委託会社等の概況 ３ 委託会社等の経理状況について、以下の

中間財務諸表が追加されます。

 

＜追加＞
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中間財務諸表

(1）中間貸借対照表

  
第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

資産の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

流動資産        

現金及び預金   4,563,510    

有価証券   7,103,379    

前払費用   53,488     

未収入金   180,729    

未収委託者報酬   1,963,243    

未収収益   2,216,651    

繰延税金資産   529,941    

その他   122,972    

流動資産計   16,733,91692.1    

固定資産        

投資その他の資産   1,433,489    

投資有価証券  857,765      

敷金保証金  58,429      

繰延税金資産  483,975      

その他  33,319      

固定資産計   1,433,4897.9    

資産合計   18,167,406100.0    
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第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

負債の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

流動負債        

預り金   101,611    

未払金   2,220,907    

未払収益分配金  1,455      

未払償還金  20,556      

未払手数料  794,775      

その他未払金 ※１ 1,404,119      

未払費用   1,201,670    

未払法人税等   365,990    

賞与引当金   1,136,945    

その他   792     

流動負債計   5,027,91727.7    

固定負債        

賞与引当金   955,381    

役員賞与引当金   84,307     

退職給付引当金   41,183     

固定負債計   1,080,8725.9    

負債合計   6,108,78933.6    
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第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

純資産の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

株主資本        

資本金   2,218,000    

資本剰余金   1,000,000    

資本準備金  1,000,000      

利益剰余金   8,904,594    

利益準備金  33,676      

その他利益剰余金        

繰越利益剰余金  8,870,917      

株主資本計   12,122,59466.7    

評価・換算差額等        

その他有価証券評価差額金   △63,977     

評価・換算差額等計   △63,977△0.3    

純資産合計   12,058,61666.4    

負債・純資産合計   18,167,406100.0    
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(2）中間損益計算書

  

第21期中間会計期間

（自平成22年４月１日

至平成22年９月30日）

区分
注記

番号
内訳 金額 百分比

  （千円） （千円） （％）

営業収益     

委託者報酬   6,428,972 

運用受託報酬   3,343,989 

その他   412,030 

営業収益計   10,184,992100.0

営業費用・一般管理費     

営業費用   5,236,702 

支払手数料  2,639,671   

調査費  2,239,262   

その他営業費用  357,769   

一般管理費   4,887,728 

営業費用・一般管理費計   10,124,43199.4

営業利益   60,5610.6

営業外収益 ※１ 343,073   

営業外収益計   343,0733.3

営業外費用  410   

営業外費用計   410 0.0

経常利益   403,2243.9

特別利益 ※２ 460,756   

特別利益計   460,7564.5

特別損失  23,625   

特別損失計   23,6250.2

税引前中間純利益   840,3548.2

法人税、住民税及び事業税   338,1733.3

法人税等調整額   22,2720.2

中間純利益   479,9084.7
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(3）中間株主資本等変動計算書

 （単位：千円）

 

第21期中間会計期間

（自平成22年４月１日

至平成22年９月30日）

株主資本  

資本金  

前期末残高 2,218,000

当中間期末残高 2,218,000

資本剰余金  

資本準備金  

前期末残高 1,000,000

当中間期末残高 1,000,000

利益剰余金  

利益準備金  

前期末残高 33,676

当中間期末残高 33,676

その他利益剰余金  

繰越利益剰余金  

前期末残高 8,391,009

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

当中間期変動額合計 479,908

当中間期末残高 8,870,917

株主資本合計  

前期末残高 11,642,686

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

当中間期変動額合計 479,908

当中間期末残高 12,122,594

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金  

前期末残高 21,081

当中間期変動額  

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 △85,059

当中間期末残高 △63,977

評価・換算差額等合計  

前期末残高 21,081

当中間期変動額  

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 △85,059

当中間期末残高 △63,977

純資産合計  

前期末残高 11,663,768

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 394,848

当中間期末残高 12,058,616
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 
 

項目

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

１．資産の評価基準及び

評価方法

(1）有価証券

その他有価証券

 

 　時価のあるもの  

 　中間決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）を採

用しております。

 

 　時価のないもの  

 　移動平均法による原価法を採用

しております。

 

 (2）デリバティブ  

 　時価法を採用しております。  

２．引当金の計上基準 (1）賞与引当金  

 　従業員に対する賞与の支給、及

び親会社の運営する株式報酬制

度に係る将来の費用負担に備え

るため、当中間会計期間に帰属す

る額を計上しております。

 

 (2）役員賞与引当金  

 　役員に対する親会社の運営する

株式報酬制度に係る将来の費用

負担に備えるため、当中間会計期

間に帰属する額を計上しており

ます。

 

 (3）退職給付引当金  

 　従業員に対する退職給付に備え

るため、当中間期末における退職

給付債務と年金資産の見込額に

基づき退職給付引当金を計上し

ております。

 

 　過去勤務債務については、その

発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数

（８年）による定額法により、発

生した事業年度から費用処理し

ております。

 

 　数理計算上の差異は、その発生

時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（８

年）による定額法により按分額

を、それぞれ発生した翌事業年度

から費用処理することとしてお

ります。
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項目

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

 （追加情報）  

 　平成22年７月１日付で内部引当型

キャッシュバランスプランから複

数事業主による外部積立型キャッ

シュバランスプランへ企業年金制

度を変更致しました。複数事業主と

の制度統合に伴い460,756千円の年

金資産を受け入れ、退職給付引当金

が同額減少したことにより特別利

益を計上しております。

 

３．その他中間財務諸表

作成のための基本と

なる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

 

 

注記事項

（中間貸借対照表関係）

第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

※１　消費税等の取扱い  

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のう

え、金額的重要性が乏しいため、流動負債の

「その他未払金」に含めて表示しておりま

す。

 

 

（中間損益計算書関係）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

※１　営業外収益のうち主要なもの　　（千円）  

為替差益　　　　　　　　　　 199,271  

デリバティブ利益　　　　　　　73,656  

デリバティブ評価益　　　　　　51,832  

※２　特別利益のうち主要なもの　　　（千円）  

年金制度統合に伴う退職給付　 460,756  

引当金の減少による特別利益  
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（中間株主資本等変動計算書関係）

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 56,265 － － 56,265

合計 56,265 － － 56,265

 

（リース取引関係）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

該当事項はありません。  
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（金融商品関係）

第21期中間会計期間末（平成22年９月30日）

金融商品の時価等に関する事項

①　平成22年９月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、質的重要性の高いデリバティブ取引を除き、金額的重要性が低いと判断するものは次表には含

めておりません。

    （単位：千円）

  
中間貸借対照表
計上額

時価 差額

 (1）現金及び預金 4,563,5104,563,510 －

 (2）有価証券 7,103,3797,103,379 －

 (3）未収委託者報酬 1,963,2431,963,243 －

 (4）未収収益 2,216,6512,216,651 －

 (5）投資有価証券 857,765 857,765 －

 資産計 16,704,55016,704,550 －

 (1）未払手数料 794,775 794,775 －

 (2）その他未払金 1,404,1191,404,119 －

 (3）未払費用 1,201,6701,201,670 －

 (4）デリバティブ取引 792 792 －

 負債計 3,401,3573,401,357 －

 

（注１）金融商品の時価算定方法

 

資産

(1）現金及び預金、(2）有価証券、(3）未収委託者報酬、及び(4）未収収益

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

 

(5）投資有価証券

　これらは投資信託であり、時価は市場価格に準ずるものとして合理的に算定された価額によっており

ます。

 

負債

(1）未払手数料、(2）その他未払金、及び(3）未払費用

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

 

(4）デリバティブ取引

　取引を行う取引所における最終の価格によっております。

 

②　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が

含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用

することにより、当該価額が変動することがあります。また、注記事項「デリバティブ取引関係」における

デリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示

すものではありません。
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（有価証券関係）

第21期中間会計期間末（平成22年９月30日）

１．その他有価証券

    （単位：千円）

 種類
中間貸借対照表
計上額

取得原価 差額

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

その他    

投資信託 499,215 465,635 33,580

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

その他    

投資信託 358,550 500,000△141,450

合計 857,765 965,635△107,870

（注）有価証券（中間貸借対照表計上額 7,103,379千円）については預金と同様に扱っており、時価評価をし

ていないため、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

第21期中間会計期間末　（平成22年９月30日）

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

株式関連

     （単位：千円）

区分 取引の種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取引 株価指数先物取引     

 売建 726,528 － 727,320 △792

（注）時価の算定方法

　取引を行う取引所における最終の価格によっております。
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（セグメント情報等）

関連情報

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 

１．サービスごとの情報

    （単位：千円）

 投資信託委託業務
投資一任及び
投資助言業務

その他 合計

外部顧客への売上高 6,428,972 3,343,989 412,030 10,184,992

 

２．地域ごとの情報

営業収益  （単位：千円）  

日本 その他 合計   

8,627,525 1,557,467 10,184,992   

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（追加情報）

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　当中間会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

 

（１株当たり情報）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

　

１株当たり純資産額 214,318円25銭

１株当たり中間純利益金額 8,529円42銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

１株当たりの中間純利益の算定上の基礎

　

中間損益計算書上の中間純利益 479,908千円

普通株主に帰属しない金額 －

普通株式に係る中間純利益 479,908千円

普通株式の期中平均株式数 56,265株
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第２【その他の関係法人の概況】

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

原届出書の第三部委託会社等の情報　第２その他の関係法人の概況　１名称、資本金の額及び事業の内容　

（１）受託会社および（２）販売会社について、以下の内容に更新・訂正されます。

 

＜更新・訂正＞

（１）受託会社

①　名　　称　　みずほ信託銀行株式会社

②　資本金の額　247,260百万円（平成22年３月末現在）

③　事業の内容

　　銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関する法律に基づき信託業務を営

んでいます。

　＜再信託受託会社の概要＞

名　　　称　：資産管理サービス信託銀行株式会社

業務の概要　：銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関する法律に基づき

信託業務を営んでいます。

再信託の目的：原信託契約にかかる信託事務の一部（信託財産の管理）を原信託受託会社から再信託受託

会社（資産管理サービス信託銀行株式会社）へ委託するため、原信託財産のすべてを再信託受

託会社へ移管することを目的とします。

 

（２）販売会社

 名　　称
資本金の額

（平成22年３月末現在）
事業の内容

１ 藍澤証券株式会社 8,000百万円
金融商品取引法に定める第一種金

融商品取引業を営んでいます。

２
カブドットコム証券株式会

社

7,196百万円

（平成22年10月31日現在）
同上

３ 株式会社ＳＢＩ証券
47,937百万円

（平成22年９月末現在）
同上

４ いちよし証券株式会社 14,577百万円 同上

５ 岩井証券株式会社
＊ 3,000百万円

（平成22年７月１日現在）
同上

６ 岡三証券株式会社 5,000百万円 同上

７ ばんせい山丸証券株式会社 1,558百万円 同上

８ コスモ証券株式会社
13,500百万円

（平成22年９月末現在）
同上

９ リーディング証券株式会社 1,670百万円 同上

10みずほ証券株式会社
125,167百万円

（平成22年９月末現在）
同上

11高木証券株式会社
11,069百万円

（平成22年９月末現在）
同上
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 名　　称
資本金の額

（平成22年３月末現在）
事業の内容

12楽天証券株式会社
7,495百万円

（平成22年９月末現在）
同上

13東海東京証券株式会社
6,000百万円

（平成22年４月１日現在）
同上

14
西日本シティＴＴ証券株式

会社

1,575百万円

（平成22年５月６日現在）
同上

15マネックス証券株式会社 7,425百万円 同上

16かざか証券株式会社 3,000百万円 同上

17浜銀ＴＴ証券株式会社 3,307百万円 同上

18前田証券株式会社 2,198百万円 同上

19
みずほインベスターズ証券

株式会社

80,288百万円

（平成22年９月末現在）
同上

20
三菱ＵＦＪモルガン・スタ

ンレー証券株式会社

3,000百万円
（平成22年５月１日現在）

同上

21
ＳＭＢＣフレンド証券株式

会社
27,270百万円 同上

22ワイエム証券株式会社 1,270百万円 同上

23株式会社あおぞら銀行
419,781百万円

（平成22年９月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営んでい

ます。

24中央三井信託銀行株式会社
399,697百万円

（平成22年９月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むとと

もに、金融機関の信託業務の兼営

等に関する法律に基づき信託業務

を営んでいます。

25
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

行

1,711,958百万円

（平成22年９月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営んでい

ます。

＊　岩井証券は、新規募集以外の取扱いをしております。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

  平成22年２月17日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 あ　ら　た　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴田　光夫

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているＪＦ小型株オープンの平成21年６月30日から平成21年12月29日までの中間計算期間の中間財務諸表、す

なわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。この中間財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＦ小型株オープンの平成21年12月29日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成

21年６月30日から平成21年12月29日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

　ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計

士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

EDINET提出書類

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社(E06264)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

27/29



独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

  平成23年２月22日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 あ　ら　た　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴田　光夫

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているＪＦ小型株オープンの平成22年６月30日から平成22年12月29日までの中間計算期間の中間財務諸表、す

なわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。この中間財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＦ小型株オープンの平成22年12月29日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成

22年６月30日から平成22年12月29日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

　ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計

士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

　　次へ
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

  平成22年12月17日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 あ　ら　た　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 大木　一昭

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴田　光夫

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」に

掲げられているＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第

21期事業年度の中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸

借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。
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